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機械器具 (01) 手術台及び治療台 

一般医療機器 整形外科用手術台 JMDN ｺｰﾄﾞ：35394000 

LECURE ルキュア 

 

【禁忌・禁止】 

〔次の患者には適用しないこと〕 

 軟部組織の損傷により、人工関節を挿入できない患者。 

 下腿骨幹部の損傷により、関節手術に必要な牽引を実施でき

ない患者。 

 患側下肢の既往歴により、牽引を実施できない患者。 

 重度の肥満（体重 180kg以上）の患者。 

〔併用医療機器〕 

本品に使用される手術台は、体重 180kgまでの患者に使用でき

るものでなければならない。 

 

 

 

 

【形状・構造及び原理等】 

本品は以下の製品リストのいずれかに該当する。 

＜製品リスト＞ ＊オプション 

①  テーブルマット ⑧ ヒップピロー 

②  トラクションフレーム ⑨ ヒップピローペデスタール 

③  マット・フレームコネクター ⑩ レッグレスト 

④  ヒップマット スタンダード ⑪ ヒップマット ロング 

⑤  トラクションブーツ ⑫ ペルビッククッション ナロー ＊ 

⑥  ペルビックポスト ⑬ ヒップピロー ハイ ＊ 

⑦  ペルビッククッション ⑭ ヒップピローペデスタール オフセット ＊ 

 

 

 

 

 

 

 

形状・構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

原理  

本品は、下記図のように、手術台と組み合わせて使用します。トラク

ションフレーム部にて下肢の牽引、伸展・屈曲及び回旋が可能で、手

術の際に適切な位置に下肢を固定しておくことが可能となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑫オプション 

① ② 

③ ④ ⑤ 

⑥ ⑦ ⑧ 
⑨ 

⑩ ⑪オプション 

⑬オプション ⑭オプション 
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【使用目的、効能又は効果】 

本品は、患者を仰臥位で手術台に載せ、患足下肢を牽引、伸展・屈

曲、回旋の調整、及び支持固定が可能な機能を持ち合わせていま

す。本品の特別な機能を利用することで、適切な位置に下肢を固定

し、手術することが可能となります。 

【操作方法又は使用方法等】 

1. 組立て  

(1) 手術台の患足側下肢板を取り外します。 

 

(2) 手術台上にテーブルマットを載せ調節し、健側にヒップマット スタ

ンダードを装着します。テーブルマットは左右 3本すつのベルトでし

っかりと手術台に固定してください。 

 

 

 

 

(3) LECURE 専用のキャリアを使って簡単に持ち運びできます。また、

手術台への接続もリリースハンドルを持ちながらトラクションフレー

ムの角度を合わせることでスムーズに行うことができます。 

 

 

 

(4) マット・フレームコネクターをテーブルマットに接続します。必ずスト

ッパーがかかったことを確認しセーフティーピンを挿入します。そし

てトラクションフレームをマットフレームコネクターに接続しセーフテ

ィーピンを挿入します。手術台とトラクションフレームが平行になる

ように、トラクションフレームのリリースハンドルを 2 段階引き、昇降

ロックをフリーにして高さを合わせます。 

 

 

 

 

(5) ヒップピローをマットフレームコネクターに接続します。 

 

 

 

 

2. 使用方法  

(1) トラクションフレームの患足側にレッグレストを装着します。 

 

 

 

 

 

 

(2) 患者を手術台に移送します。 

（ここで麻酔導入を行なうことも可能です。） 

 

(3) 患足の下腿に綿包帯を巻き、トラクションブーツを履かせます。滑

り止め防止のため、4本のベルト全てを2個目のバックルまで確実

に固定します。 
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(4) テーブルマットにペルビックポストとペルビッククッションを装着しま

す。患者の恥骨部がペルビッククッションにあたるように位置を調

整します。 

＊皮膚の保護のため、ペルビッククッションに綿包帯を巻くことをお勧めします。 

 

 

 

 

 

 

 

(5) トラクションブーツをトラクションフレームに接続します。足の長さは

トラクションフレームのリリースハンドルを 1 段階握ることによって調

整できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【使用上の注意】 

1. 重要な基本的注意 

〔使用方法〕  

(1) 使用前に添付文書を全て読むこと。 

(2) 使用前に医師は、適切な外科技術に精通すること。 

(3) 使用前に本品を点検し、破損がないことを確認すること。 

破損が確認された場合は使用しないこと。 

(4) 使用前に本品を手術台に接続し、正常に動作することを確

認すること。 

(5) 本品を接続する前に、手術台のロックが完全にかかっている

ことを確認すること。 

(6) 本品は未滅菌である。使用の度にアルコール消毒液や乾い

た布を用いて汚れの拭きとりを行うこと。 

(7) 本品に浸漬及び滅菌を行わないこと。 

(8) 本品に潤滑油を使用しないこと。 

(9) 本品に漂白剤を使用しないこと。 

(10) 本品が周辺機器とぶつからないよう注意すること。 

2. 不具合・有害事象  

本品の使用により以下の不具合・有害事象が発生する可能性があ

る。 

(1) 不具合 

以下のような不具合が現れた場合は使用を中止し、適切な処置を

行うこと。 

 ・過大な力を加えたことや落下等よる本品の破損 

 ・許容範囲外の患者体重による本品の破損 

 ・金属疲労による本品の破損 

（2）有害事象 

以下のような有害事象が現れた場合は、症状に応じて適切な処置

を行うこと。 

 ・神経血管及び組織の損傷 

 ・身体固定によるうっ血、褥瘡 

 ・金属への過敏反応 

   

保守・点検に係る事項 

洗浄  

本品使用後、以下のとおりに洗浄を行う。 

(1) ガーゼ、又は柔らかい布にアルコール消毒液を含ませたも 

ので汚れを拭う。 

(2) 清潔な乾いた布で拭く。 

(3) 損傷を防ぐため、保管前と再使用前に乾いていることを 

確認する。 

製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称 

製造販売業者 

サージカルアライアンス株式会社 

 


